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平面の方程式

点Poを通り月(≠0)に垂直な平面αを考えます．αの任意の点Pに対して
，賦埼e-､， 、ﾉい>J_i八弐

斤耐＝0 4式¥ん）＆人人或

が成立します. Poの座標が(X0,yO,ZO), pの座標が(x,y,z),

（;)，｡”耐-剛）n==

であるので，上の条件は座標を用いると

p(x－x0)+9(y-yO)+r(z-zO)=0
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ロ

TheEquationofaplane

万のことを平面の法線ベクトル(normalvector)と呼びます．
→

《
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Ⅱ

具体例

x+y-2z=2

について考えます．通る点を具体的に求めます．
～

x切片

y切片
z切片

(2,0,0）

(0,2,0）
(0,0,-1）

se;し､ﾍ巳",c

(2,0,0)を通ることから

+y- 2z

＋0 － 2．0

２
２

× ﾆニニ

-） 2 =二二

(x-2) +y- 2z =0

すなわち

('す、記
ロ

(i2) (〆22)=0
属 三

二 ､OQG函1

INobuyukiTOSE 接平面(TangentPIane) 4／20



|ncaser=0

r=0の場合月はx－y平面に平行になり，
なります．

平面αはx－y平面に垂直に

r=0 今 万| |x-y平面) ol_Lx-y平面
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偏微分（復習）

~

2変数関数

z=f(×,y)

に対してxの関数

F(x) :=f(x,b)

％＝な

レニ>I T
X､iを考えて, (a,b)におけるxに関する

偏微分係数

｝

疋

垂
で
９

f(a,b)=F'(a)

を定義します．
α､6）

ノ

α､6）
ノ

y=b
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’

TangentPlane

関数f(x,y)のグラフ

z=f(×,y)
IC）了'<(c(

I I

F(G,

の(a,b,f(a,b))における接平面を求め
ます． そのために

）

z=A(x-a)+B(y-b)+f(a,b) (1)

の係数A,Bを求めます.、
:=Aいく

（
不
’
２-全）

-+j･[Q!t)

3=C、A=J-,c(q!c- １
Ｊ

して

一
α
一一一》一
一

＞） 〔

ロ 鄙
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_灘鰯露 ヨ“ ‐_＝ ’万一

(2)TangentPlane

接平面と切断面y=bとの交わりは，切断面の上ではz=F(x)のX=a
における接線となります． さらに(1)にy=bを代入して切断面y=b上
に制限すると

z=A(x-a)+f(a,b)

となります． これからこの直線の傾きがAであることが分かり，

A=F'(a)=f(a,b)

であることが分かります． 同様に

B=@(a,b)

となりますから，結局，接平面は方程式

z=f(a,b)(x-a)+4(a,b)(y-b)+f(a,b)

で表されます．
ロ 罰 三
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例

A'<j3(も コフ" 9､ # !),弓入魂、士入
晋)'二 ｡<to(-1

関数

z=f(x,y)=4x:y:

を(x,y)=(a,b)=(104,625)の周りで考えます．関数fの偏導関数は

良(×,y)=3x-:y:, i,(x,y)=x:y-:

…すから,偏微分係数は"､い‐ I,÷』 はきJ=二℃：
，‐ｰ‐歩､f r/1n4侭っ医､－、 医 療'1n4R'-)医､－。 ／ ÷<_ ' ¥-4
‘2，－奇、 良(,04,625)=15､ "(104｡625)-@ (1tj=#t-
と計算されます．従って(x,y)=(104,625)における接平面は

z=15(x_104)+8(y-625)+20×104

<f- . l§r
j([.162､} = ､E."｡%!｡¥であることが分かります．

－ 2，．メIC
口 鄙 三 三 三 ザ〕OQG'
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’

限界生産物(MarginalProducts)

資本(Capital)の投入量がK,労働(labor)の投入量がLの生産関数

Q=f(K,L)

を考えます． このとき(K,L)=(/<b,Lo)の周りでQは接平面を用いて

Q-fk(KO,Lo)(K-KO)+4(KO,Lo)(L-Lo)+f(Kb,Lo)

=fk(Kb,Lo)AK+/i(KO,Lo)AL+f(Kb,Lo)

従って

Q｡-j(k｡,L｡)
AQ=Q-Qo=f(K,L)-f(Kb,Lo)

-fk(Kb,Lo)△州1 L
と近似します（これを1次近似と呼びます)． ､､ IKヘfL.
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限界生産物(MarginalProducts)

AL=0すなわちL=Loのとき

AQ=f(Kb+AK,Lo)-f(Kb)Lo)-#く(KO,Lo) ･△K

が成立します． このとき

MPK=Fk(Kb,Lo)

を(K,L)=(Kb,Lo)における資本の限界生産物(MarginalProduCtof
Capital) (MPK)と呼びます．

↑詩代、 '季農糊i/IPL=FLLI＜､／い〕
ロ 旬 園三 ？三

二 ､OQG'
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限界生産物(MarginalProducts)

具体的にCobb-Douglass型の生産関数

Q=F(K,L)=4K:L:

を(KL)=(Kb,Lo)=(104,625)の周りで考えます．

『k(K,L)=4:K-;L;=3K-;L;

"剛－4押 止ﾐe
と偏導関数を計算します． 計

(t")ノーatα-1

口 包 三目
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’ NobuyukiTOSE 接平面(TangentPIane) 1



限界生産物(MarginalProducts)

認鯏繍禰噸需物州と労働の限界雲物
この

(Ma
／〆

FI<=3 1< <rL<f
( !､1<")" MPK=Fk(Kb,L｡'-¥=', 、了斗 3 －－

FL= 1＜〈十L (+
MPL､b､LO'-¥-'

い

Io斗 62i-

二

となります． さらにQ=F(104
似を

＋100,625)＝20,149813…の値の近

F(104+100,625)-F(104,625)+Fk(104,625) . ：
＝20，000＋1．5×100＝20，150

100

と計算します．

＝
霊ロ 己

賑
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曲線の接線

曲線Cが2変数関数gを用いて

g(x,y)=0

と与えられているとします．例えば単位円は

g(×,y) :=×2+y2-1=0

と表されます. C上の点Po(a,b)が与えられているときに, CのPo(a,b)
における接線を求めます．
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